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中間決算概況発表
経 常 利 益１５４百万円

中間純利益１０３百万円

 ＪＲ四国労組は、１０月３１日に開催された経営協議会において「平成２８年度

中間決算概況」について次のとおり説明を受けた。 【詳細は別紙資料を参照】 

【営業概況】 

高速バス輸送人員については、台風の影響による運休が９月に４６便あったもの

の、前年７月の運休１４５便との対比では３２％と少なく、また続行便の運行便数

も前年に比べて９９便増と多く設定できた。しかし、９月のシルバーウィーク期間

は前年に比べ大幅な利用減により対前年比９９％となり、高速バス部門の運送収入

は、1,808,369 千円（対前期比 100.9%）となった。 

一方、ローカルバス路線では、久万高原線と大栃線において試行していた自転車

の積み込みサービスの開始や、高知市内エリアを中心に運行するバス会社で導入し

ている「ＩＣカードですか」のサービス提供等を展開し、ローカルバス部門の運送

収入は、45,911 千円(対前期比 103．8%)となった。 

貸切バス事業では、徳島支店のみでの事業展開であるが、ＪＲ四国ワープとの連

携による旅行商品の設定と催行を展開してきた結果、運送収入は 18,917 千円（対

前期比 142.3%）となった。 

以上の結果、売上高 1,943,767 千円（対前期比 1.3％増）、営業利益 151,759 千

円（対前期比 23.5%増）、経常利益 154,141 千円（対前期比 22.8％増）となり、

法人税等を差し引いた中間純利益は 103,516 千円（対前期比 0.0％減）となった。 

 ＪＲ四国労組は、厳しい経営環境の中、引き続き「安全・安心運行」を第一義に、

下期に向けての対処すべき課題解決を図り、収益拡大に向けた取り組みを推進する

よう要請した。 

 また、会社より、老朽化に伴う観音寺営業所の事務所新築について、早急に現敷

地内南側に移転を計画している旨の説明を受けた。 

以  上 












